
▽
「
鹿
の
内
切
り
」
に
出
席

(
丕
戸
次
長
)

ー
」
1
j

(
加
月
1
わ
月
)

1
日

■
.

■
、
一

Ⅱ
日
▽
小
売
部
会
正
副
部
会
長
会

議
開
催

祀
日
▽
理
財
部
会
開
燿

巧
日
▽
第
3
回
大
阪
通
産
1
の

連
絡
協
議
会
皿
出
席
(
小
谷

専
務
理
事
・
於
大
阪
商
τ
会

義
所
)
ワ
特
許
棺
談
実
施
V

婦
人
会
俳
句
会
開
催

那
日
▽
工
業
部
会
開
悩
▽
小
売
部

会
開
催
ワ
正
副
会
頭
会
誠
開

催

Ⅱ
日
▽
第
Ⅷ
回
ψ
蔦
員
会
開
催
(

出
席
幻
名
)
▽
中
小
企
釜

馨
及
連
絡
協
議
会
に
出
席

(
西
村
係
員
・
於
大
阪
通
産

局
)
▽
建
器
会
開
催

那
日
▽
<
散
審
査
会
開
催
▽
青
森

観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
の
観
光

懇
談
会
鴇
▽
税
務
相
談
実

市
」

」
カ

W
日
▽
卸
団
地
視
察
会
実
施
(
於

・
米
子
)

訟
日
▽
繊
埜
業
部
会
開
催
▽
商

業
卸
部
会
開
催
▽
墾
従
業

員
セ
ミ
ナ
ー
反
省
会
に
出
席

(
小
谷
簿
・
木
戸
次
長
)

叫
日
▽
正
副
会
頭
会
誇
倦

鋳
日
▽
業
務
担
当
者
会
き
出
席

(
伸
野
指
導
員
・
於
芦
原
)

部
日
▽
交
通
運
愉
部
会
幹
事
会
開

b
七
こイ

即
目
▽
玉
・
型
開
催

即
日
▽
法
律
相
談
実
施

▽
大
和
高
田
空
会
議
所
と

の
眼
墾
本
開
催
(
於
奈
畠

テ
ル
別
館
)

▽
正
副
会
頭
会
議
W
▽
正

副
<
写
器
任
披
野
ー
テ
ィ

1
開
催
▽
職
員
研
修
に
出
席

(
深
水
・
坊
係
員
)

商
工
ま
つ
り
幹
●
だ
出
席

径
一
襟
員
)

▽
雑
相
談
実
施

V
小
売
部
会
幹
事
会
開
催

マ
籍
回
鑓
展
定
試
験
実

施
今
姦
者
鴻
名
)

▽
生
誘
連
物
資
会
誓
出

席
(
円
城
寺
係
員
・
於
城
崎

)
▽
会
議
所
婦
人
会
大
会
に

中
¥
小
口

(
野
村
会
長
他
9
名
・

於
大
分
市
)

▽
第
2
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開

催
▽
卸
団
地
役
員
会
開
催
▽

卸
団
地
役
員
会
開
催

▽
姦
運
需
会
開
催
▽
総

務
霊
当
務
担
当
者
会
議
に

出
席
(
,
渡
辺
係
員
・
於
大
阪

商
工
会
読
)

■
.
一
一

2
日

.
一
.
Ξ
:
:
■
.
一
.

■
一
.
■
:
■
■
甲
●

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

8311

9
日

9

2901

)計統安職良(

9011

7901

、 0
 
1

]
ー

)
同
(
年上

0011

2

1
●

48

ι

男

1
悪

29

ー
ー

計分

W
e

登
W
夾
川
路

議
所
日

52

一
一

4

昭
和
五
十
一
年
度
も
あ
と
力
t
ひ

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

第
九
期
の
議
員
改
選
が
執
行
さ
れ
、

ま
た
創
立
三
十
周
年
に
も
あ
た
る
な

ど
大
き
な
区
切
り
に
な
る
年
度
と
思

わ
れ
ま
す
▼
そ
こ
で
、
こ
の
年
度
を

よ
り
印
象
深
い
年
と
す
る
ぺ
く
種
々

の
譽
事
業
、
例
え
ぱ
優
良
従
業
員

表
彰
、
尋
謡
猿
会
な
ど
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
▼
創
立
三
十
周
年
1

人
間
で
一
夏
ぼ
、
油
の
乗
り
切
っ
た

働
き
盛
り
。
当
所
で
は
<
後
,
り
、
こ

の
年
代
に
恥
じ
な
い
よ
う
積
極
的
に

事
業
活
動
を
展
開
し
て
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
温

か
い
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

3

月

数

[
〕

8

河

6

足

(

9

充
新

、
、
一
西

10]r
J

4

1

1

月

8

.

-
ー

9

月

8

r
-
E

1

奈

1

一
リ

本
格
的
な
歩
み
⑪

,
油
工
A
瓢
所
制
度
は
、
国
際
的
な
歴
史
と
仏
統
を
も

つ
制
度
で
あ
り
世
界
冬
地
の
主
要
な
都
市
に
は
ほ
と
ん

'
工
会
礒
所
が
存
在
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
商
丁
会

議
所
も
国
内
的
に
活
動
の
基
礎
を
詞
め
る
と
と
も
に
、

国
際
的
視
野
か
ら
も
健
全
化
と
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
声
空
局
め
る
こ
と
が
要
訥
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
昭
和

二
十
五
年
の
商
工
会
需
法
は
、
而
題
壽
決
す
る

発
行
所奈

良
市
登
大
路
町

鈴
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者

谷
武
芳

j

印
刷
所

奈
良
明
新
社

嫁

一
部
五
十
円

、

＼

゛

.
゛
与

昆鳥

釘
日

21

月

亀

き
五

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

゛
遭

゛

配

゛

1
X

の

.

号

9

月

＼

如
打

0

〔

.
1
 
盲
、
1
見
」
ー
、
{
、
 
t
1
-

メ

一
一

亨
」

い
ま
だ
ほ
ど
趣
か
っ

た
た
め
、
肥
和
丁
十
八
年
に

弄
り
"
、
U
の
商
^
^
ム
戚
Y
町
ι

力
釦
定
施
h
さ
れ
萄
T
会

ル
所
制
彦
は
本
格
内
な
殺

後
ω
歩
み
を
開
始
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
,
ー
、

脚

づ
"

一

8

一

゛

、
、

次

ー
,
、
゛
舟
、

ノ

つ
く
J

ノ
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奈良会議所ニュース

事業所訪問

求職名情帳

:' 1・'i,「門 1志

倒産状況 a雫)

昭和51年12月10日(毎月1 回10日発行)

~~~＼、摘要
月別'~~＼ 件数

(帝国興信所)

10

前年同月
(総理脊統計局)

15億
1,000万円

乗客数 a0月)

途2億
1 4,200万円

1＼＼卵●鈴

149イ意
1 7,558万円

奈良市消費者物価指数四月)

^
^

摘要

月別

10

国鉄奈良駅

乗客

11

12

]0

107.6

回常武断へ開催

896

3,755
^^^1

0.641

奈良交通名所めぐり

445,278

-0.6

Ⅱ0

47フ,23

(人)

フ,591

16,938

(国鉄奈良駅・奈良交通)

職業紹介状況四月)
(学卒、バートを除く)

住居

86

2,411

3,170

(昭和50年=10の

光熱

6,652

被服

110

雑費

103.4

対前月出対前年同月比
上昇率

新規求人者数
月間有効求人数

規求職者数
職者数
件数

金額

月間有効求職者

有効求人倍率
紹介

9 7 6

奈良

良公園

商工会

^ー、 JY゛^

税のへー



常
設
委
員
会
の

委
員
決
ま
る

・
第
柳
回
常
議
員
会
H

智
,

,
"
一
゛

J
4
 
4

、

,
,
、
●
鳥

凡
ノ
ノ

と
ナ
ノ
一

'
、
、

ん
,
メ
<
^
イ
シ

イ
子
 
j
 
-

Υ
・

J
 
ι

ミ
亀 、

、

、

一

三

ノ
'

1

,
'
」
'

t
 
、
主
゛

1
 
轟
、
?
,
^

'
弓
゛
ン

毛
ξ
、

紗
＼ 」

、
J
/

、
ノ

委
員
浅
田
国
荘
・
伊
藤
素

資
・
川
井
徳
蔵
・

会
弘
・
一
早
符
一

・
末
広
隆
・
小
山

良
蔵
・
小
松
正
宴

■

徳
村
捨
良
・
南
口
重

治
・
牲
川
健
一
Ⅱ良

前
田
禹
夫
・
松
井
茂

雄

▽
地
域
産
業
開
発
委
員
会
△

委
員
長
桝
谷
博
行

副
委
員
長
植
原
一
光

中
谷
安
治

ノ
委
員
荒
木
直
三
郎
・
茨
木

昇
・
清
水
宗
丁
下

川
均
・
広
田
悦
次

福
本
正
俊
・
符
阪
清

一
・
古
瀬
孝
一
・
森

本
巽
治
・
安
井
正
市

・
山
田
清
・
山
^
誇

吉
・
士
邑
仔
一
・
吉

野
正
人

V
中
小
企
業
振
興
委
員
会
△

委
員
長
上
林
安
彦

副
委
員
長
岡
本
栄
一

住
井
恒
雄

グ
委
員
稲
田
安
功
・
萩
原
正

・
海
保
勝
雄
・
河

合
利
喜
蔵
・
上
川
雅

庸
・
坂
口
健
也
・
鈴

木
恒
夫
・
辰
己
昌
介

・
谷
井
索
・
飽

注
哉
・
疋
田
燕
・
平

井
龍
一
・
福
岡
一
男

三
岡
嘉
三
郎
・
山

.本
敏
夫
・
吉
田
勝
彦

▽
公
害
交
通
委
員
会
△

二

J

'
゛
一

,
主
X
お
ゞ

§
露
"
陛

1

〔
報
告
事
項
〕

H
欠
員
中
の
張
員
選
任
に
つ
い
て

杉
本
小
三
郎
氏
(
奈
良
油
脂
璽

側
社
長
)
を
選
任

〔
棚
議
事
項
〕

田
常
設
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員

長
及
び
委
員
は
次
の
諸
氏
に
委
嘱

t
る
。
(
順
不
同
・
敬
称
略
)

▽
総
務
委
員
会
△

委
員
長
大
束
善
治

副
委
員
長
長
岡
末
光

中
塚
満
洲
夫

ノ
委
員
今
西
清
兵
衛
・
家
入

三
郎
・
上
村
次
郎

、
上
J

、
"1

〒

イメ

J

V

ゞJ
'

予
ノ
凡

、

{

Jノ

一
,
〆

/
J
 
」

舮

」
.ξ゛、

)

"

手

y

捗4邦

.
/
J

1
-

、

女

'

ノ
メ

"
、

J
"
ε
児
↓
'

児
 
J
 
立

X
ι

L

'

ニ
ナ
ー
ー
J

゛
J
 
J
 
↓
、
、

、

、

、
一

ι

J

Y

一

"
゛
"
=

一
.
重
叱
゛
'
ノ

一
J

山
ゞ
ひ
、

〒

双

一

3

、

,
'
、

閉

委
員
長
西
田
誠
宏

副
委
員
長
菊
池
久
武

臼
井
明

ノ
委
員
石
谷
昌
生
・
乾
太

郎
・
尾
田
利
丁
鍵

谷
巌
・
笠
原
保
雄

・
鍛
治
義
郎
・
坂
入

淑
雄
・
杉
本
小
三
郎

・
塚
本
柄
・
豊
沢

儀
雄
・
増
足
剛

増
田
義
一
・
松
県

男
・
山
岡
一
光

口
賢
治
・
米
田

瑛

⇔
顧
問
、
参
与
及
び
相
談
役
は
次
の

諸
氏
に
委
嘱
す
る
。
(
順
不
同

敬
称
略
)

顧
問奥

田
良
三
(
奈
良
県
知
事
)

曾
忠
三
郎
(
奈
良
市
長
)

西
口
栄
三
(
奈
良
最
会
壁
)

加
藤
利
和
(
奈
良
市
議
会
議
長
)

今
里
英
三
(
近
畿
日
本
登
脚
社

長
)

杉
本
甚
七
(
元
副
会
頭
)

小
山
栄
三
郎
(
元
副
会
頭
)

河
合
利
嘉
(
元
副
会
頭
)

姦
四
良
(
翻
会
頭
)

参
与吉村

弘
生
(
奈
良
県
商
工
労
働
部

長
)

小
川
勇
(
奈
良
県
商
工
課
長
)

桐
山
彼
彦
(
奈
良
県
観
光
課
長
)

研
俊
治
(
奈
良
市
経
済
部
長
)

谷
奥
寿
一
(
奈
良
市
観
光
商
工
課

長
)

山
中
清
(
奈
良
税
務
署
長
)

芳
忠
淳
(
奈
良
労
働
基
準
局

{

一

一

獅
繼

垣
内
藤
一
郎
・
岸
井

美
・
木
下
尊
弘

阪
田
冨
三
郎
・
下
出

久
治
郎
・
杉
聖
竺

・
立
花
和
夫
・
野
村

禽
作
・
八
田
栄
二
郎

・
細
田
義
雄
・
松
岡

メ
心
.
^
ハ
^
夛
川
^
.

熊
給
正
男
・
吉
岡
二

郎

▽
経
済
政
策
委
員
会
△

委
員
長
植
田
喜
三
郎

副
委
員
長
舟
戸
武
史

中
嶌
良
次

ノ

C
一

J
、

、

長
)

鎌
田
稔
(
奈
良
公
共
職
業
安
定

所
長
)

中
村
貞
三
(
元
奈
良
商
工
兪
所

霧
器
)

和
井
田
恒
道
(
前
奈
良
商
工
会
議

所
専
務
理
事
)

相
談
役

小
山
恭
二
(
小
山
鵠
相
裟
)

下
出
久
治
郎
(
味
下
出
商
会
社

長
)

谷
井
友
三
郎
(
谷
井
興
業
脚
社

長
)

国
商
業
活
動
眼
協
議
会
委
員
の
委

嘱
の
承
督
つ
い
て

本
件
は
、
消
費
者
委
員
一
名
補
充

と
、
今
回
の
会
議
所
役
員
曾
改
選

長
う
委
嘱
替
え
に
ょ
る
む
の
で
、

新
た
に
消
賢
事
員
と
し
て
松
岡
泰

夫
氏
(
奈
良
青
年
会
講
所
専
務
理

事
)
会
議
所
委
員
と
し
て
小
林
茂
市

司
:
●
.
゛
:
:
■
■
■
.
闇
.
■
.
略
●
■
.
'
:
●
:
■
.
●
:
'
■
●
.

先
に
発
表
さ
れ
た
「
秋
の
叙
動
」

に
お
い
て
栄
光
の
誓
浴
さ
れ
た
小

林
茂
市
氏
(
副
会
頭
)
と
長
岡
末
光

氏
(
議
員
)
の
翻
税
鴛
ー
テ
ィ

ー
が
、
{
畿
員
会
終
了
後
、
盛
大
に

催
さ
れ
た
。

小
林
茂
市
氏
ば
地
方
自
治
功
労
で

豊
等
双
光
旭
1
を
、
長
岡
窕

氏
は
専
門
工
事
柴
振
興
功
雫
同
じ

く
起
五
等
双
光
旭
日
赴
,
を
受
賞
さ
れ

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん

し
み
使

ば
こ{

気
切

電
大

心

奈

イ

f
＼

氏
(
副
会
顕
)
、
上
林
謬
氏
(
中

小
企
業
振
興
委
員
会
委
員
長
)
の
各

氏
に
委
嘱
し
た
。

し
た
が
っ
て
従
来
の
委
員
と
合
せ

商
調
協
委
員
は
次
の
と
お
り
と
な

る
。
(
順
不
同
・
馨
略
)

〔
学
識
経
験
者
〕

豊
崎
稔
(
会
長
)
・
京
都
大
学

名
誉
教
授

内
田
稜
吉
(
副
会
長
)
・
奈
良
県

立
短
期
大
学
広

小
野
一
一
郎
・
京
都
大
学
教
授

〔
消
費
者
〕

村
井
敏
夫
・
奈
良
翌
西
割
公
民

館
館
長

垣
内
藤
一
郎
・
奈
良
肉
治
念
令

会
会
長

山
中
春
野
・
奈
良
市
中
央
生
潘
学

校
校
長

玉
井
鈴
江
・
奈
良
市
婦
人
団
体
迎

終
棚
議
会
顧
問

)電
、

松
岡
圭
・
奈
良
青
年
会
需
専

務
理
張

〔
小
売
業
者
〕

岡
本
栄
一
・
奈
良
商
工
会
議
所
小

需
会
部
会
長

細
田
義
雄
1
西
寺
林
商
店
街
顧
問

上
村
次
郎
・
東
向
商
店
街
(
協
)
顧

問

増
田
義
一
・
近
鉄
西
大
・
寺
シ
ー

。
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
(
協
)

器

〔
卸
売
業
者
〕

中
谷
安
治
・
鮒
中
谷
玉
水
鞭
長

川
井
徳
蔵
・
器
都
水
産
社
長

〔
大
型
店
〕

補
原
敏
郎
・
総
近
腎
貨
占
店
長

新
希
彦
・
嫁
、
ニ
ナ
イ
誕
本
部

長

〔
商
工
会
議
所
〕

'
^
抄
市
・
副
会
顕

上
林
{
茂
・
中
小
人
止
茶
振
興
委
員

会
委
員
長

d
谷
直
芳
・
専
野
擧

〔
参
与
〕

柏
木
正
彦
・
火
努
商
産
業
局
商

上
部
長

7
t
1
L
A
1
上
好
商
勇
働
部

讐

朕
川
惨
治
・
奈
良
,
巾
証
腎
部
長

二
告
商
維
川
動
瀏
、
希
議
会
と

は
ス
ー
パ
ー
等
袋
姑
丕
冗
店
の
進

出
に
ょ
る
地
元
小
一
璽
者
と
の
ト
ラ

プ
ル
等
を
米
笹
防
ぎ
商
業
活
動
の

汚
滑
化
と
健
全
な
発
達
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
t
る
も
の
で
当
所
に
は
昭

和
四
十
五
年
に
設
置
さ
れ
た
。

典

2

昭
和
五
十
二
年
の
馨
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当

所
、
当
所
有
好
供
楽
部
、
奈
良
経
済
同
友
会
合
同
の

新
年
賀
会
を
左
記
に
ょ
り
親
致
し
ま
、
丁
。

と
き
昭
和
五
十
二
年
一
月
五
日

午
前
十
時
三
十
分
t
正
午

と
こ
ろ
当
所
五
階
ホ
ー
ル

ひ
ろ
く
会
員
諸
氏
の
ご
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

出
欠
の
有
無
を
十
五
日
ま
で
に
ビ
回
答
下

な
お
、

さ
い
。

(
参
加
料
不
要
)
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マ
ル
ケ
イ
資
金
の
貸
付
条
件
改
善

来
年
度
の
重
点
政
策
に

於
近
の
中
小
<
業
を
め
ぐ
る
内
外

^
^
^
^
八
の
^
^
^
^
^
^
よ
り
、

中
小
企
某
は
厳
し
い
幕
に
直
面
し

て
お
り
、
中
小
企
業
の
事
業
活
動
は

新
た
な
^
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
か
こ
の
よ
う
な
器
署

克
服
し
、
安
定
成
長
下
に
お
い
て
健

全
な
発
展
を
逐
け
て
い
く
た
め
に

は
、
^
^
に
、
ま
し
て
^
g
^
^
^

P
膿
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
き

め
細
か
い
施
策
の
器
が
要
諭
さ
れ

る
こ
と
に
か
ん
か
み
、
左
記
の
諸
施

策
を
強
力
仟
推
進
t
る
。

【
小
規
模
企
業
施
策
の
拡
充
強
化
]

弓
対
杖
の
経
1
盤
の
強
化
を
図

る
た
め
、
そ
の
器
だ
夘
し
た
小
誤

薹
器
策
を
強
力
に
展
開
す
る
と

と
と
し
、
小
企
業
経
営
改
萪
資
金
融

帋
度
に
つ
い
て
貸
姑
曾
拡
大

及
び
貸
付
条
件
の
改
弄
を
行
な
う
と

と
も
に
、
貸
付
対
象
事
業
者
の
拡
大

を
図
る
。

ま
た
、
巡
護
鷲
艮
堂
に
つ

い
て
、
経
営
指
導
員
の
増
員
と
亀

改
哲
、
研
修
打
き
ょ
る
資
質
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
商
工
会
・
商

工
会
議
所
の
地
域
活
動
を
強
化
t

る
、さ

ら
に
、
 
d
灯
"
企
業
共
済
制
虜

二
つ
い
て
、
小
畑
秧
企
炎
強
を

改
正
し
く
掛
金
限
度
額
の
引
上
げ
等

を
図
る
と
と
、
戸
、
契
約
者
貸
付
制

皮
の
拡
充
等
を
行
な
い
、
そ
の
強
化

を
図
る

【
中
小
企
業
の
近
代
化
・
高
度
化
等

の
推
進
]

中
小
人
業
の
経
済
嵯
境
の
変
化
へ

の
円
滑
な
適
応
を
図
る
た
め
、
中
小

金
近
代
化
促
進
法
工
基
つ
く
構
造

改
広
業
及
び
新
分
鞭
雷
事
業
を

私
何
的
§
一
め
る
と
と
も
に
、
雛
造

改
女
芯
皮
化
事
業
及
び
店
鯵
<
同

利
刈
亊
業
の
創
設
等
中
小
企
業
栃
<

汎
業
団
二
係
る
古
農
化
亊
柴
の
拡
允

強
化
を
わ
な
う
ほ
か
、
所
要
の
税
制

措
置
の
拡
充
、
延
長
を
図
る
。

ま
た
、
消
^
^
一
^
の
円
加
^
な
創
山
^

を
り
う
心
光
」
弛
米
の
近
代
化
を
推
進

す
る
た
め
、
中
小
小
売
商
業
謡
法

の
粘
極
的
運
用
を
図
る
と
と
・
、
に
、

ポ
ラ
ン
タ
リ
・
チ
エ
ー
ン
曝
(
等
に

^
る
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
打

な
う
。さ

ら
に
、
貿
易
讐
の
変
化
等
に

よ
り
経
県
祭
構
造
的
態
化
し

つ
つ
ぁ
る
分
野
に
つ
い
て
、
事
業
転

換
を
行
な
う
こ
と
に
ょ
り
そ
の
疑
呂

の
一
女
定
と
発
展
と
を
確
保
し
よ
う
と

す
る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
と
れ
を

枯
極
的
に
支
援
t
る
た
め
、
巾
小
企

釜
桑
転
換
対
語
時
措
置
法
(
案
)

税
制
、

指

の
成
立
を
図
り
、
<
議
、

導
等
総
介
的
な
助
成
制
度
を
維
立
ナ

-
n
 
"【

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
〕

資
金
開
辻
力
の
脆
對
な
中
小
企
業

へ
の
^
分
^
祐
の
円
溺
化
を
凶
る
た

め
、
政
府
系
中
小
企
業
金
融
三
桜
関

に
つ
い
て
貸
付
規
弩
拡
大
等
を
行

な
う
と
と
、
K
、
信
川
神
元
剖
支
゛

つ
い
て
中
小
<
業
N
保
険
公
市
の

ー
の
拡
充
及
び
信
用
二
協
会
の

条
、
一
於
へ
の
補
助
を
行
だ
う
。

ま
た
、
中
小
人
ル
業
の
祥
笘
基
継
の

強
化
を
図
る
た
め
、
中
小
注
人
の
軽

減
壁
の
適
用
対
象
所
得
の
範
朋
の

拡
大
等
中
小
<
業
関
係
税
制
措
遡
の

^
允
を
一
^
な
う
。

さ
ら
に
、
・
甲
小
企
業
と
大
企
業
と

の
事
業
分
野
に
係
る
紛
餉
の
織
、
を

円
世
巡
め
る
た
め
、
所
要
の
立

を
図
る
と
と
も
に
、
中
小
<
止
業
庁
及

ひ
通
産
篇
に
お
け
る
紛
争
処
理
体

制
の
強
化
、
商
工
会
議
所
等
二
よ
る

実
態
翠
此
の
実
施
等
施
策
の
拡
充
を

図
る
。
需
企
欝
策
に
つ
い
て

は
、
下
請
代
金
支
払
遅
管
防
止
法

に
基
つ
く
器
り
の
強
化
、
下
訥
企

業
振
興
協
会
の
拡
充
、
下
栗
詣

会
の
組
織
化
括
導
の
強
化
等
を
行
な

い
、
そ
の
推
進
を
図
る
。

【
中
小
企
業
指
導
事
業
の
充
実
]

q
」
ノ
止
半
の
,
辻
い
昌
の
子
巡
の
右
甲

化
を
図
る
た
め
、
診
断
指
導
求
業
及

ひ
研
修
事
業
の
拡
充
を
行
な
う
ほ

^
、
^
^
^
止
^
^
^
^
^
^
^
^
^

北
、
二
木
二
つ
い
ぐ
よ
中
」
ノ
←
鴫
陣

担
当
考
等
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た

め
こ
れ
を
中
小
金
未
大
学
校
と
し
ぐ

そ
の
機
能
を
強
化
t
る
と
と
、
ニ
、

中
小
企
業
経
響
等
の
た
め
の
肝
修

を
強
化
す
る
た
め
地
方
R
杓
け
る
秤

ケ
●
施
設
を
悴
、
煽
、
丁
る
。

.
ニ
=
=

三
一
=
.

経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

新
時
代
の
問
屋
経
営

一
二
=
:

.
三
=
.

.
ニ
ニ
一
■

ニ
ニ
=
冨

流
通
革
命
繋
も
ち
あ
が
り
、
悶

屋
無
用
築
い
わ
れ
て
か
ら
久
し
く

な
る
が
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
問
屋

が
滅
亡
し
た
力
け
で
、
あ
り
ま
せ

ん
。
考
え
よ
う
に
ょ
っ
て
は
、
生
産

か
ら
消
費
に
い
ぇ
る
ま
で
の
大
き
な

変
化
の
な
か
で
、
問
屋
は
い
よ
い
よ

そ
の
重
要
性
を
強
め
よ
う
と
し
く
、
<

(

.
一
=
=

ニ
=
.

:
一
胃
=

.
一
=
:

、
ー
゛

二
一
=
一
.

ま
た
、
刈
織
化
指
導
を
充
突
十
ろ

た
め
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
指

導
員
の
"
亘
零
苦
拡
甕
秘
行

な
、
フ
と
と
も
に
、
 
4
^
^
^
^
の
剤
剥
咲

化
等
特
定
指
導
事
業
を
推
牟
る
た

め
の
基
金
造
成
を
図
る
。

さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
技
術
向
上

を
図
る
た
め
の
助
成
゛
叫
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
に
対
t
る

技
術
移
転
を
促
淮
t
る
た
め
の
措
置

を
誠
f
る
。

ニ
=
:

(
ニ
ニ
=
冨
:
:
ニ
=
.
一

二
一
=
:

ニ
=
゛
早

二
一
=
=

二
一
一
=

ニ
=
才

゛

る
と
も
い
ぇ
ま
、
丁
。
新
時
代
の
懐

響
の
あ
り
方
に
つ
い
て
§
し
て

み
ま
し
ょ
一
フ
0

成
り
行
き
管
理
か
ら
脱
し
て
科
学

的
経
営
に
・
業
池
業
芋
~
よ
っ
て
異

な
る
が
、
経
営
は
成
り
行
き
的
な
、

の
ガ
多
い
と
い
う
の
か
現
状
ぐ
し
し

う
。
例
え
ぱ
、
正
札
取
打
引
き
も
少

一
=
.
一

な
く
、
売
り
手
の
駆
け
引
き
で
取
り

引
き
価
格
が
決
め
ら
れ
た
り
ナ
ろ
二

と
が
あ
り
ま
す
。
販
売
員
管
理
、
在

炊
R
理
な
と
に
つ
い
て
も
、
成
n
行

き
胃
理
力
ら
贈
し
て
利
学
的
な
'
理

゛
嘉
河
る
よ
う
一
~
し
た
い
,
、
0
 
の
て

丁
。近

代
化
と
シ
ス
テ
ム
化
へ
の
努
力

を
1
新
ら
し
い
時
代
江
即
し
ぐ
問
屋

炊
莅
呂
で
は
シ
ス
テ
ム
化
を
よ
り
一
そ

う
進
め
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
と
い

え
ま
.
ず
。
問
屋
の
シ
ス
テ
ム
化
は
、

①
取
0
引
ミ
揺
・
浩
靴
籍
の
シ

ス
テ
ム
化
(
自
動
販
だ
、
取
り
引
き

父
オ
"
の
^
●
^
区
宍
・
コ
ー
ド
の

涜
一
、
共
同
讐
弌
代
人
案
中
決
済

な
ど
)
、
②
物
蚫
処
迪
の
シ
ス
テ
ム

化
(
、
●
属
向
動
倉
ル
、
配
R
二
、
ノ
タ

二
一
=
:

岬
二
=
:

三
冨
:

:
ニ
=
.

5 1

(

"
蔦

よ
一
フ
0

(
徹
底
し
た
消
費
者
志
向
を
U
二
れ

ま
で
の
問
屋
の
重
要
な
桜
能
ば
、
零

細
な
下
清
け
企
北
や
産
地
か
ら
い
か

二
し
て
多
く
の
商
品
を
集
荷
し
ぐ
く

る
力
と
し
う
こ
,
ノ
三
あ
り
ま
し
七
。

し
力
し
大
規
姉
レ
な
メ
ー
カ
ー
戸
＼

大
型
小
売
業
が
出
現
し
て
く
る
と
、

必
ず
し
も
仕
入
れ
機
能
だ
け
で
は
闇

羅
営
は
む
ず
か
し
く
な
り
ま
十
。

そ
こ
で
考
え
直
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
こ
と
は
、
消
費
,
」
向
に
徹
底
t

る
と
い
う
こ
と
で
す
、
小
売
店
が
、

一
定
の
器
回
娠
1
荒
利
を
保
証

し
て
ほ
し
い
と
い
う
二
と
二
な
れ

、
は
、
よ
り
一
そ
う
問
屋
と
し
て
も
消

費
者
志
向
を
妾
的
に
換
討
す
る
こ

と
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
ナ
。

そ
の
他
、
経
営
の
近
代
化
で
の
参

考
点
・
磯
の
変
化
に
応
じ
て
問
屋

経
営
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
経
営
を

運
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
前
述
の
参
毛
点

の
他
に
、
①
集
団
化
、
協
粲
化
(
ポ

ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
卸
光
団

地
)
、
②
桜
能
の
専
門
化
(
輸
出
入

専
門
な
ど
)
、
③
省
力
化
、
生
程

④
縦
産
業
へ
の
帳
換
な
ど

、

二
つ
し
く
焚
晶
に
検
討
を
進
め
る

上
ど
も
ゆ
、
0
ガ
せ
二
ぐ
き
な
い
で
し

上
う
時
代
は
オ
^
化
丁
る
と
い
う
と

と
を
常
に
姦
二
お
い
て
経
営
を
進

め
た
い
も
の
で
す
。

、
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
)
に
分
け
ぐ
考
え

う
れ
ま
ナ
が
、
二
れ
ら
の
近
代
化
を

越
め
る
こ
と
、
大
切
で
し
ょ
う
。

環
境
変
化
の
な
か
で
の
問
屋
経
営

の
在
り
方
・
あ
ろ
畷
邑
ば
「
と
れ

カ
・
ゆ
の
闇
Π
京
沙
.
、
火
切
な
こ
と

,
リ
←
、
ル
先
の
Y
ノ
エ
化
オ
リ
ジ
ナ

之
の
.
÷
う
の
強
化
、
人
材
育

成
、
総
合
卸
機
能
の
充
突
女
ど
あ

る
」
と
し
く
い
ま
t
。
ま
さ
に
そ
の

七
お
0
ぐ
、
今
後
の
問
呈
は
、
い
た

下
ら
に
旧
来
の
経
測
力
辻
を
固
守
す

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
よ
り
前
進

的
な
方
法
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
し

目
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金曜日金融相談

奈良会議所ニュース

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けておりまt。己

お気軽にビ利用ください。なお利用される
才は事前(前日可)に当所までご連絡くださ
い。

'.肌"..,」,.1'."1111"1.肌Ⅱ1111Ⅱ.'11,1●・..ⅡⅡ"..,,111111"..""卵""U'1',.1Ⅱ11」1,.'".U""Ⅱ」111...ι11""...'1.11.""11111',,111111""11 U""'11,

/1"゛ー"ノノーーノノ,J'イ

10:00~12:00

大阪市東区
(堺筋本町東へコ

電話大F

13:00~15:00

昭和51年12月10日(毎月1 回10日発行)

9:00~17:00

11
ノ."

..'..'三E11三E """.. 卓'"h,ー...11". .§Eに

1河
1

蔦士
士
町栃 町3

クサイホテ"ル珂50メー
(0の 941-0702~0704

1

第99号(第三種郵便物認可)

良心的な価格・正札販売の店
暮しに奉仕

^ 1美,.リ^,、、1i

""

西大、Y占
山 j占郡
駒店生

"111h "tⅡ1司...冒'11TI.,..Ⅱ,",,゛

奈良市_1条田n丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

奈良会議所ニュース

、,'、き""气、T゛、"111゛"」゛:Ξ

電 0742 (33) 7671
電 07435 ( 6 ) 2731

""、^
電 07437 ( 4 ) 2181

雛1

A

'.

寸{"1 こ'、.,
} X '

昭和51年12月10日(毎月1 回10日発行)

1、 1Ξ
ご婚礼家具
ドレッサー

書斎家具

営業 口
ロロ

ご婚礼組夜具
応接セット
J弌'ツト
カーテン

事務用家具
ノひームアクセサリー
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▲
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と

▲

◇
,
三
つ
ほ
め
て
、
一
つ
叱
れ
'

昔
か
ら
よ
く
言
わ
れ
る
諺
に
「
三

つ
低
め
て
、
一
つ
叱
れ
」
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
「
叱
る
」
と
は
汪
意
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
だ
し
、
別
の
意

味
の
言
葉
で
「
良
薬
は
口
に
苦
し
」

と
,
、
し
一
フ

野
球
で
も
監
督
や
コ
ー
チ
が
選
手

を
上
手
に
し
て
や
り
た
い
と
思
う
ば

か
り
に
、
低
め
る
こ
と
を
忘
れ
て
、

欠
点
ぱ
か
り
を
指
摘
し
勝
ち
に
な

る
。
し
か
し
欠
点
を
つ
つ
か
れ
、
し

か
ら
れ
て
ば
か
り
い
る
と
、
人
闇
は

畏
縮
し
て
し
ま
う
。
し
か
ら
れ
て
も

畏
縮
し
な
い
タ
イ
プ
の
人
も
い
る
が

気
持
ち
が
縮
ん
で
し
ま
う

0

と
、
誰
し
も
自
分
の
持
っ
て
い
る
力

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

目
上
の
人
に
余
り
や
か
ま
し
く
言

わ
れ
る
と
、
ど
ぅ
し
て
、
頭
の
働
き

が
に
ぶ
く
な
り
、
自
信
が
失
わ
れ
て

く
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ー
ダ
】
は

人
本
来
誰
で
も
が
持
っ
て
い
る
長
所

を
尊
重
刺
激
し
た
指
導
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
「
三
つ
抵

憾

、

ン

'

ノ
/

「
人
の
生
か
し
方
」

央
当
J
尽

↓

一

.

一

め
る
」
と
い
う
の
は
長
所
を
認
め
て

や
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
あ
い
つ
は
グ
メ
』
と
い
う
と
と

を
よ
く
い
う
が
、
そ
う
い
う
断
定
し

た
言
い
方
は
良
く
な
い
と
思
う
。
悪

い
面
が
あ
っ
て
も
人
問
に
は
必
丁
ほ

か
に
長
所
、
あ
る
筈
だ
か
ら
、
そ
れ

を
腎
て
や
っ
て
伸
ぱ
し
て
や
る
と

そ
の
人
の
欠
点
と
見
ら
れ
て
い
た

、点
も
自
然
に
直
る
も
の
で
あ
る
。
自

分
の
誘
が
発
揮
さ
れ
れ
ば
、
欠
点

は
何
時
と
も
な
く
自
然
に
忘
れ
る
、

の
で
あ
る
。
従
っ
て
り
ー
ダ
ー
に
な

る
人
は
人
問
開
発
と
い
う
面
で
非
常

に
大
き
な
社
会
的
貰
任
が
あ
る
と
思

日
本
ハ
ム
球
団

社
長
三

金

(

ノ

が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
若
い
選

手
を
駆
使
し
て
ゲ
】
ム
に
勝
つ
た
め

の
相
当
大
き
い
要
素
に
な
る
。

ゲ
ー
ム
は
、
鼓
争
だ
か
ら
戦
争
と

同
じ
と
と
で
あ
る
。
昔
「
兵
は
巧
緻

よ
り
拙
速
を
向
ぶ
」
と
い
う
と
と
が

よ
く
い
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
あ
れ
こ

れ
と
迷
う
よ
り
も
早
く
行
動
し
た
方

が
良
い
と
、
昔
の
兵
法
は
教
え
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
が
選
手
を
率
い
て
ゲ

ー
ム
を
や
る
時
に
、
そ
れ
が
い
ぇ
る

し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て

0無
諜
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

野
球
の
監
督
は
直
感
的
な
先
見
性

0を
持
つ
人
で
な
け
れ
ぱ
勤
ま
ら
な
い

直
感
力
と
洞
察
力
が
あ
る
か
な
い

0

か
で
、
野
球
監
督
と
し
て
の
成
巧
が

岐
れ
る
。

そ
れ
と
同
じ
意
味
で
企
業
の
り
ー

ダ
ー
に
も
直
感
力
は
大
い
に
必
要
だ

と
思
う
。
直
感
力
と
い
う
の
は
多
分

に
天
性
的
な
も
の
も
あ
る
と
思
う
が

や
は
り
豊
富
な
経
験
に
基
づ
い
た
も

の
で
あ
る
と
一
言
え
よ
う
。

◇
持
て
る
能
力
に
見
込
み
を
つ
け
て

ア
ド
バ
イ
ス

人
は
私
の
と
と
を
「
暗
示
に
か
け

る
の
が
上
手
」
と
い
う
が
、
私
は
選

手
に
暗
示
を
か
け
た
と
と
は
な
い
。

技
術
を
も
っ
て
立
っ
て
い
る
選
手

達
は
、
自
分
自
身
の
実
力
を
あ
る
程

度
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
自
分
の
実

力
で
及
ぱ
な
い
と
と
を
い
く
ら
「
出

来
る
筈
だ
」
と
一
言
っ
て
暗
示
に
か
け

て
見
て
も
、
そ
れ
は
き
き
め
は
な

し
か
し
、
そ
の
人
の
実
力
の
範

、
0

し囲
内
で
、
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ら
れ
た
ら
、
選
手
は
気
持
の
上
で
非

常
に
ハ
ッ
ス
ル
す
る
し
、
自
分
が
受

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
一
点
に
気
分
が

集
中
す
る
の
で
、
成
功
率
は
倍
加
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
に
,
私
が
与
え
た

判
り
易
い
ア
ド
バ
イ
ス
に
ょ
っ
て
、

選
手
が
集
中
力
を
出
し
切
り
、
と
て

つ
も
な
い
成
功
を
収
め
、
そ
れ
が
そ

の
選
手
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
例
は

い
く
ら
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
が

暗
示
を
か
け
た
か
ら
で
は
な
い
。
選

手
が
持
っ
て
い
る
能
力
の
う
ち
、
こ

の
部
分
は
十
分
で
き
る
筈
だ
と
い
う

見
込
み
を
つ
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
そ
の
選
手
は

実
行
し
、
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
自
信
に
な
り
、
実
力
の
士
台
に

な
っ
て
い
い
選
手
と
し
て
育
っ
た
の

で
あ
る
。

◇
叱
っ
て
伸
ぴ
る
人
、
畏
縮
す
る
人

勝
負
す
る
時
に
は
、
猛
烈
な
プ
レ

(

膚イ

う
0◇

指
導
者
に
は
直
感
力
と
洞
察
力
が

大
切

野
球
選
手
の
プ
レ
ー
は
若
い
か
ら

非
常
に
器
的
、
直
感
的
で
あ
る
。

行
動
す
る
時
に
は
思
考
力
よ
り
直
感

力
の
方
が
先
行
す
る
。
従
っ
て
私
ど

も
が
選
手
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の

は
、
「
単
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

」
や
「
一
言
で
判
る
言
葉
や
動
作
」

ノ
.

そ
の
他
共
済
制
度
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
を
太
知
り
に
な
り
た
い
方

は
当
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

T
E
L
 
⑳
六
ニ
ニ
ニ

ツ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
。
そ
の
圧
力
に

屈
す
る
よ
う
で
は
勝
負
に
は
勝
て
な

そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝

、
0

しつ
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
,

ア
ク
の
強
い
人
問
'
に
多
い
よ
う
だ

善
良
な
人
は
、
や
や
勝
負
に
弱
い

0面
が
あ
る
が
、
と
れ
は
不
思
議
で
あ

る
。
悪
い
条
件
に
な
っ
た
時
、
耐
え

,

7

J

害

二
一
一
;
.
一
一
:
.
一
=
=
一
里
.
=

ら
れ
る
何
か
が
な
く
て
は
勝
負
に
は

勝
て
な
い
。
逆
境
に
耐
え
る
力
の
あ

る
岩
が
強
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
は
善
良
な
人

と
ア
ク
の
強
い
人
と
の
使
い
分
け
が

必
要
だ
し
、
叱
っ
て
伸
び
る
人
と
、

叱
れ
ば
畏
縮
す
る
人
を
見
分
け
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

.
=
=
一
.
一
.
、
一

第
七
回
竹
柏
句
会
入
選
作

一
一
』
,

=
:
'
.
ニ
ニ
τ
,
:
:
■
、
:
二
冨
壹
:
:
、
て

1
奈
良
商
工
会
議
所
婦
人
会
1

山
中
山
木

0
湖
畔
ま
で
つ
づ
く
近
江
の
大
刈
田

0
古
戦
場
跡
方
も
な
く
九
で
の
花

0
手
作
り
の
苗
の
音
漂
と
草
紅
葉

0
賤
ケ
岳
の
映
る
湖
べ
り
破
れ
蓮

0
コ
ス
モ
ス
に
蝶
九
わ
む
る
る
道
祖
神

0
蟹
提
げ
て
倉
人
来
る
や
日
暮
れ
時

0
雄
叫
び
の
秋
の
海
洞
波
荒
き

0
坊
の
址
占
む
る
湖
北
の
冬
芒

0
露
じ
め
り
草
に
こ
ぽ
る
る
萩
の
花

0
藁
屑
を
焚
く
火
の
赤
し
秋
の
暮

0
讃
え
ら
る
る
人
美
し
き
文
化
の
日

0
虫
鳴
く
や
月
の
雫
に
声
細
り

冨
冒
一
一
:
.
昌

安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障

会
員
事
業
所
共
済
制
度

:
一
一
甲

一
、
:
一
一
.
冨
暑
1
;
ニ
、
:
二
冨
冒
.
ニ
'
ニ
、
.
:
ニ
=

不
慮
の
事
故
に
ょ
る

姜
い
掛
金
で
幅
広
い
侮
が
得

ら
れ
る
"
と
会
員
事
業
所
で
評
判
の

共
済
制
度
を
ビ
紹
介
し
ま
t
。

(
制
度
の
内
容
〕

①
多
数
の
方
が
ま
と
ま
っ
て
加
入
す

る
と
と
に
ょ
り
、
「
規
模
の
利
益
」

が
得
ら
れ
安
い
掛
金
で
幅
広
い
高

額
の
俊
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

②
病
気
・
災
害
に
ょ
る
死
亡
か
ら
、

響
に
ょ
る
入
院
ま
で
業
務
上
、

外
を
問
わ
ず
常
に
保
障
さ
れ
、
、
こ

加
入
の
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

③
税
制
面
で
の
特
典

▼
法
人
の
場
合
▲

法
人
が
役
員
、
従
業
員
の
た
め
に

負
担
し
た
掛
金
は
全
額
損
金
に
算

入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
役
員
、
従

業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

▼
個
人
事
業
所
の
場
合
'

個
人
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め
に

負
担
し
た
掛
金
は
全
額
必
要
経
費

に
算
入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
従
業

員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

⑥
利
益
配
当
金

一
年
ご
と
に
収
支
計
算
を
お
と
な

6

選

/
L

.
盟
、
.
:
:
走
.
ー
:
一
=
』
:
.
:
.
、
-
J
:
、
.
一
冒
:
:
.
j
-
、
:
:
二
一
一
一
一

つ
て
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
K
は
配

当
金
と
し
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

.
保
障
の
範
囲
と
月
額
掛
金

一
,

』
一
"
■
圖

坪
:
:
:
一
一
、
.
ニ
:
.
、
一
.
ー
:
:
ー
ー

忌
:
.
ニ
.
"
一
一
:
:
゛
'
一
、
;
゛
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●
1
:
ー
.
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奈良会議所ニュース
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昭和51年12月10日(毎月1回10日発行)

Ξ", ,11..,,,1","、 jh、.'.'1Ⅱ,.'.,よh...、"111",..11

ー~ー~~ー~打級掛捨(概算) 10肺.細~~"~~~＼1 即■
病気死亡(廃疾)保険金

'""....」"...'EI'1」冒..雫.11

災害死亡(廃疾)保険金
(病気死亡保険金を含む)

第99号(第三種郵便物認可)

傷

11111r司..ι1

経営の合理化に

給付

100万円

200万円

70万円~
10万円

ト,'、ヨタの力

20
1,480円

200万円

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

30
2,200円

300万円

400万円

140万円

(j、

1日につ
き
1,500円

2,960円1 3,700円1400万円1 500万円,

~20万円~30万円

600万円

210万円

1日にっ 1日にっ11日にっ

きき 1き3,000円、 4,500円 6,000円

顛トヨ可レユ可リース奈良1是勧鵬

C

奈良会議所ニュース

800万円 1000万円

280万円
~40万円

350万円

車のご用、うけたまわります

~50万円
1日につ
ざ
フ,500円

トヨタのビジネスレンタ

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ご利用い九だけます。お気軽にお電話

昭和51年12月10日(毎月1回10日発行)

^

、必要な時間だけ
ださい。

獄
".

'゛

入院給付金
(05以上120日以内)

ーリース



税
の
ぺ
ー
ジ
心
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一
冒
,

二
冨
里
1
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甲

通
勤
手
当
の
非
課
税
限
度
額
が

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た

'
三
:
:
、
▼
,
」
■
一
、
=
一
:
:
寄 "

=
一
一

=
:
.
;
.
一
●
'
:
:
,
゛
"

所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
本
年
十
月
二
十
五
日
に
給
与

所
得
者
の
通
勤
乎
当
の
非
課
税
限
度

額
が
次
の
よ
う
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。一

、
改
正
後
の
非
課
税
限
度
額

別
表
の
と
お
り
で
す
。

ニ
、
改
正
後
の
非
課
税
規
定
の
適
用

改
正
後
の
非
課
税
規
定
は
、
本
年

四
月
一
日
以
後
に
支
払
わ
れ
る
べ
き

通
勤
手
当
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま

す
。
な
蒲
、
次
に
掲
げ
る
通
勤
手
当

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
非
課
税
規

定
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

山
本
年
三
打
三
十
一
日
以
前
に
支
払

わ
れ
張
勤
手
当

②
本
年
三
打
三
十
一
日
以
前
に
支
払

わ
れ
る
べ
き
通
勤
手
当
で
四
月
一

日
以
後
に
支
払
わ
れ
る
も
の

③
山
又
は
②
の
器
乎
当
の
差
額
と

し
て
追
加
支
給
さ
れ
る
も
の

三
、
課
税
済
み
の
通
勤
手
当
に
つ
い

て
の
精
算

樹
本
年
四
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
四

日
ま
で
の
問
に
支
払
わ
れ
る
べ
き

研
手
当
で
そ
の
期
間
内
に
支
払

わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
に

改
正
前
の
非
課
税
規
定
を
適
用
し

た
と
こ
ろ
で
所
得
税
の
源
泉
徴
収

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
正
後

の
非
課
税
規
定
を
適
用
し
た
場
合

に
過
納
と
な
る
税
額
は
、
本
年
の

年
末
調
整
の
際
に
精
算
t
る
と
と

に
な
り
ま
す
。

渠
季
一

(
注
)
ズ
右
記
の
期
闇
内
に
支
払
わ

れ
た
器
手
当
が
、
改
正
前
の
非

課
税
限
輪
以
下
の
額
で
あ
る
場

合
に
は
、
辻
R
録
の
手
続
は
不

要
で
す
。

ニ
、
年
の
霊
で
退
験
し
た
人
な
ど

で
年
末
県
が
行
わ
れ
な
い
人
に

つ
い
て
は
、
確
定
中
告
に
ょ
り
精

算
t
る
こ
と
に
な
り
ま
t
。

②
年
末
調
整
の
際
K
お
け
る
弊
お

様
的
な
手
続
は
、
次
の
よ
う
に

行
い
ま
す
。

④
既
に
改
正
前
の
非
課
税
規
定
姦

用
し
た
と
こ
ろ
で
所
得
税
の
婆
水
徴

収
を
し
た
(
器
さ
れ
た
)
通
勤
手

当
の
う
ち
、
改
正
後
の
非
課
税
規
定

に
ょ
っ
て
新
た
に
非
課
税
と
な
っ
た

部
分
の
金
額
を
計
卸
し
ま
ナ
。

@
所
得
税
緊
微
収
緯
の
「
年
末
凋

整
」
欄
の
余
白
に
〒
謝
手
当
の
非

霧
分
」
と
表
示
し
て
、
⑦
の
計
算

根
基
及
び
今
回
の
改
正
に
ょ
り
新
た

に
非
課
税
と
な
っ
た
部
分
の
金
額
を

改

記
^
し
,
ま
す
。

@
ま
た
、
所
得
税
源
泉
徴
収
鎭
の
「

年
詣
整
」
欄
の
「
給
料
・
手
当
等

①
」
欄
に
は
、
「
讐
給
金
額
」
の

「
お
」
欄
の
驫
か
ら
@
の
新
た

に
非
課
税
と
な
っ
た
部
分
の
金
額
を

差
引
い
た
後
の
金
額
を
記
入
し
ま
t

●
以
上
に
ょ
り
、
改
正
後
の
非
聯

規
定
に
ょ
っ
て
斯
た
に
非
課
税
と
な

つ
た
部
分
の
<
煮
が
、
本
年
の
給
与

総
額
か
ら
一
括
し
て
差
引
か
れ
、
そ

の
差
引
後
の
給
与
の
輪
を
基
に
し

て
年
末
開
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
、
丁
。

さ

後正改
分

退
職
金
の
税
金
は
軽
負
担

一

■

一
と
一
一

、

永
午
勤
め
て
手
に
t
る
退
職
金
は

、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
感
慨
深

い
も
の
で
t
。

礁
金
の
支
給
を
受
け
る
と
き
に

は
、
所
鴛
と
住
民
税
が
徴
収
さ
れ

ま
す
。
で
も
、
こ
の
礁
金
は
長

問
の
勤
労
の
対
価
で
あ
り
、
ま
た
、

退
城
後
の
生
活
の
た
め
に
も
大
切
な

も
の
で
あ
る
と
と
か
ら
、
他
の
所
得

よ
り
は
軽
い
税
負
担
で
済
む
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
t
。

で
は
、
退
城
金
に
は
ど
の
く
ら
い

の
税
金
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
簡
単
侍
溌
明
し
ま

し
ょ
、
フ
。

所
得
と
税
額
の
計
算

そ
の
年
中
に
支
払
を
受
け
た
退
城

金
か
ら
、
退
城
所
得
控
除
額
を
差
引

一

゛ 、

ト
、
、

十

二

一

,

J

'

"

十

ゴ

"

゛
.

゛

J

,

'

、

寺

、

い
た
残
り
の
二
分
の
一
が
退
職
所
得

の
金
額
で
t
。
と
の
退
職
所
得
の
金

額
に
所
得
税
の
税
*
を
か
け
た
、
の

が
所
得
税
額
で
、
住
民
税
の
熱
一
,
を

か
け
た
も
の
が
住
民
税
額
で
t
。

退
職
所
得
控
除
額
の
計
算

退
瑪
所
発
玲
ま
、
 
1
年
数

に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従

コ
L
、
畿
企
の
額
が
退
城
恐
搾

除
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ぱ
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

住
勤
荊
年
泥
力
⑳
年
以
下
の
と
き

勤
続
年
数
X
節
万
円

た
だ
し
、
こ
う
し
て
H
し
た
退

W
和
控
除
額
力
五
十
万
円
米
満

の
と
き
は
五
十
万
門
と
な
り
ま

ナ
。

恰
勢
励
年
数
力
⑳
年
を
超
え
る
と
き

J
,
 
J
 
勺

一
、
一
、

三
生
=
一
ト
.
 
J
 
J
 
゛
ト
"

、
、
●
見
与
「

.

、

、

コ
"

孝

.

(
鼎
年
数
1
⑳
年
)
 
X

抑
万
円
十
刈
万
円

と
れ
を
例
を
あ
げ
て
説
明
し
ま
し

よ
う
。
例
え
ば
三
十
四
年
二
か
月
勤

め
た
人
が
盡
し
た
と
き
は

三
づ
、
勤
続
作
数
は
、
一
年
未
蛎

倫
数
を
切
上
げ
て
三
十
五
年
と
し

ま
t
。
次
に
、
刑
料
年
数
が
二
十
年

を
超
え
て
い
ま
す
か
ら
②
の
算
式
二

あ
て
は
め
る
と
、
(
舗
年
1
⑳
年
)

X
釦
万
円
十
刈
万
円
'
愛
万
円
、

一

ノ
、

一

キ

9 8

、

〆
ミ

お
好
み
呉
服

ノ
ψ

淀
戸

、

と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
勤
琶
一
十

五
年
で
器
し
た
人
は
、
退
祭
が

一
千
二
百
五
十
万
円
ま
で
で
あ
れ

ぱ
、
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
退
斑
者
が
在
幣
、
ナ
が

な
ど
に
ょ
っ
雨
響
と
な
り
、
そ

れ
謎
接
の
原
因
で
退
轍
し
た
と
き

は
、
通
常
の
退
戦
所
得
控
除
額
に
一
Π

.
刀
円
を
^
え
^
も
の
^
^
^
^
乍
^
^

除
額
と
な
り
ま
す
。

奈
良
西
寺
林
商
店
街

φ
1
2
3
1
1
代

手
続
き
が
簡
単
安
心
し
て
ま
か
せ
ら
れ
る

U
労
働
保
険
事
務
組
合
U

と
れ
が
「
風
保
宗
務
組
合
」

で
す
。手

続
き
は
簡
単
、
あ
な
た
9
溌

所
合
理
化
に
会
議
所
の
寄
保
柴

弘
組
合
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

;
」

契
保
険
や
失
業
保
険
の
手
続
き

が
わ
ナ
ら
わ
し
い
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

当
所
で
は
、
と
の
よ
う
な
事
業
主

の
方
に
代
わ
り
、
労
働
保
険
料
の
巾

告
、
納
付
や
各
種
の
届
出
等
を
代
行

t
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
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税
金
豆
辞
典

)
)
)
)
)

経
費
シ
リ
ー
ズ
凹

〔
領
収
書
の
な
い
経
費
の
あ
つ
か

い
)釜

代
、
取
引
先
の
御
祝
金
な
ど

の
よ
う
に
実
際
支
出
し
て
も
領
収

書
が
、
ら
え
な
い
場
合
、
必
要
経

賓
と
し
て
脳
ら
れ
な
い
の
で
し

よ
う
か
。
こ
ん
な
場
合
「
自
諾

^
沓
」
ル
^
L
U
い
て
く
だ
さ
い
。

t
な
わ
ち
①
い
つ
②
ど
こ
へ
③

冬
、
饒

誰
が
④
何
の
為
に
⑤
い
く
ら
、
と

い
う
五
項
目
を
正
確
県
門
き
領
収

"
叙
り
に
他
の
領
収
霄
と
共
に
縦

つ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

と
ぅ
し
て
お
け
ば
、
税
務
署
の

關
査
の
と
き
も
全
く
心
配
せ
十
に

す
み
ま
す
。
又
、
取
引
先
関
係
や

同
業
高
係
の
葬
儀
の
香
典
や
開

店
の
祝
金
菩
場
合
、
挨
拶
状
や

案
内
状
を
領
収
N
り
に
利
用
ナ

る
こ
と
、
良
策
で
す
。

中
嶌
良
次
会
計
事
務
所

税
理
士
栗
原
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第99号(第三種郵便物認可)

歩積・両建預金に
関する苦情受付
一毎週金曜午後1時~

3時・当所2階一

大蔵省では、かねてより行き過ぎた歩
粘・両建預金の解消を蛎するため金融桜
関に対し指導を行っております。
また、奈良財務部において、随時歩枯
・両建預金に関tる苦情を受けておりま
すが、奈良商工会議所においても毎週金
曜日午後1時から 311寺まで係員を派辿し
て苦情受付けを行っておりますので御利
用下さい。

奈良会議所ニュース
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昭和51年12月10日(毎月1 回10日発行) 第99号(第三種郵便物認可)

躍進する冨士屋学園グループお子様の進学から・洋裁筒記・会計まで
協

^

フー^
テスト協

糸茎王里ゼ

C

>レ

石
田
、、ノ

i

奈良会議所ニュース

Ⅸ

①交通機関父は何料道路を列殉してぃ
る人に支糖寸る通動手当

長よ1忌、 1j_、、、。、、11^1)

②自転卓や自動
車などの交通用
具を使用してい
る人に支給する
通勤于当

通勤蹄離か片迫15
キロ〆ートル以上
しある場f;

課税

昭和51年12月10日(毎月1回10日発行)

1か月当りの合理的な運賃
等の額

(最高限皮 14,000円)

れ ナ'

4,600円
その交通用具を使用し
ている人が交通機関を
刊用し六としたならば
負担することとなる1
か月当りの合理的な運
賃等の額か 4,600円を
超える場Aには、その
運賃等の額
(最,留隈度 14,00011」)

t、 金額

通勤距離か片道10
キロメートル以上
15キロゞートル朱
戯ておる瑚介

1か月当りの合理的な運賃
等の額

(最高隈度 U,50併田

」上

123代2

自1」

通動距雜か片道2
キロメートル以上
10キロメートルよ
●てある男介

4.200円
その交通用具を使用し
ている人が交通機関を
利用したとしたならけ
負担することとなる1
か月当りの合理的な運
賃等の額か 4.200円を
超える場合には、その
運賃等の額
(最高限度 11,5001η)

,」11.....●」...゛

i

i

③交遜隈閼を利用している人に支給す
る通勃翊定期乗心券

迪勤EE離か片道2
キロメートル弍構
てある場A

3,300円

④父通攘鬨又はn料道路を刷用するほ
か交愈用昆も使用している人に支給す
る通勧于・当や画勧用定期乗求券

1,700円

^

3,100円

(全甑課税1

1か月当りの合理的な運賃
等の額

(最虐」隈度 14,0001町

1,600例

1か月当りの合興的な運賃
等の額と②の金額との合計
額
(最島隈度 14.000円)

(全額課悦)

1か月当りの合理山な運貨
等の額

(最島限壤 H.500円)

1か月当りの介理的な遵謡
等の額と②の金額との合計
貞
(鞭局眼皮 U,500円)
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振
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で
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販
路
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走
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回
っ

た
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と
の
成
果
尖
っ
て
か
使
い
易

い
と
の
評
判
も
定
着
し
た
感
。

奥
さ
ん
の
ナ
ツ
エ
さ
ん
は
「
と
に

か
く
、
今
後
も
こ
の
色
分
け
定
期
の

普
及
に
全
力
を
傾
け
、
教
育
の
一
端

を
荷
お
う
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
鼻

息
も
荒
く
語
る
。

商
売
の
う
え
に
も
、
夫
娼
夫
随
の

妙
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
。
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朏

も
で
き
〆
づ
、
感
を
頼
り
に
し
た

手
仕
老
な
る
わ
け
で
あ
る
。

「
木
箱
を
作
る
時
の
難
か
し

い
点
は
、
金
国
に
発
送
す
る
都

合
で
、
ま
ず
カ
ッ
チ
リ
仕
上
げ

肌朏

る
こ
と
が
第
一
。
材
料
の
吟
味
や
裁

断
は
長
年
の
感
で
や
り
ま
t
」
と
話

ナ
ハ
田
さ
ん
。

し
か
し
、
土
産
品
と
い
う
シ
ー
ズ

ン
に
左
右
さ
れ
る
商
品
の
た
め
哥

肌

れ
た
芳
香
と
紫
持
ち
味
。
こ
れ
を

入
れ
る
容
器
、
チ
ャ
チ
な
も
の
で
い

い
は
ナ
が
な
い
。
し
か
も
、
^
国
冬

地
へ
奈
良
の
特
器
と
し
て
発
送
さ

れ
る
も
の
。
特
黒
入
り
に
作
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

見
た
目
は
、
極
く
あ
り
ふ
れ
た
木

箱
だ
が
、
こ
れ
で
な
か
な
か
年
期
の

い
る
仕
事
。
奈
良
漬
の
味
、
風
味
も

業
者
に
ょ
り
述
う
よ
う
に
、
木
箱
,
、

一
つ
一
つ
寸
法
が
異
な
る
。
注
文
を

受
け
る
木
箱
の
寸
法
も
大
小
さ
ま
さ

ま
で
、
全
部
で
百
籍
に
も
な
る
と

い
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と
い
う
わ
け
で
、
大
量
生
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生
産
が
で
き
に
く
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と
い
う
短
所
も

あ
る
。伝

統
喜
る
奈
良
の
特
産
品
1

奈
良
波
、
こ
の
風
昧
を
全
国
に
送
り

届
け
る
木
箱
を
作
桑
者
。

奈
良
の
土
産
品
も
裏
方
さ
ん
の
影

の
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
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1 器 jY'季 1 38 1 観光バス運f年1 230,000円1 8.30~17.00 【

務ず

じ・
づうくし

身

1釜器劣霊聖 1・、0,000円
、関係業務,1170,。。0円
針修理 5年、 110,000円

・凋査 9年1130,000円

"1,顛、釡1-弱一"ー"匝唯貯を顎兆・泌

一般事務 29

経理事務 36

出納事孝

経理事矛

昭和51年12月10日(毎月1回10日発行)

■.30~17,00,県内外1 '(日曜) 1 通1 8.30~17.001 県、内1 (口体) 1 通
1 8.30~17.001 県内
1 (日曜) 1 通

円180,000
」、」

100,000円1■19乍親智)122 2.8年

英文タイプ
3.7年

10年

]5年

1 80,000円 不問1 奈良市 1
,丁17-ー,1不問天理市 11 100,000円
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